（各課様式１）

予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産費　項：林業費　目：森林整備費
	事業名　自伐林家型地域森林整備事業費補助金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　林政部　森林整備課　整備係　電話番号：058-272-1111（内3194）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11515@pref.gifu.lg.jp 
１　事業費　 　21,800千円（前年度予算額：8,240千円）　森林整備特別枠
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	8,240
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	8,240

	要求額
	21,800
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	21,800

	決定額
	16,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	16,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
森林整備事業（国3/10、県1～2/10）等の国補助事業では、施業の大規模化・集約化を図るため、概ね林班単位（50ha程度の森林のまとまり）で森林所有者を取りまとめる「森林経営計画」の認定を要件としているほか、搬出間伐においても５ha以上のまとまりとすることを補助要件としている。

しかしながら、こうした要件に合致しない中小規模森林所有者についても、林業事業体とともに地域における重要な森林整備の担い手であることから、こうした担い手を支援・確保する必要があるとともに、国の補助事業の対象とならず放置されている森林についても公益的機能の回復と向上を図る必要がある。
（２）事業内容

国の補助事業等の要件に合致しない中小規模森林における森林整備及び関連条件整備等について、県単独で補助制度を創設し、市町村からの間接補助により支援する。
（３）県負担・補助率の考え方

・補助率：県1/2　※市町村負担は任意

・補助主体：市町村

・事業主体：森林所有者（森林所有面積が50ha以上の者を除く）もしくは当該森林所有者から委託を受けた者

・補助対象となる森林整備：人工造林、下刈り・雪起こし等の保育、除伐、保育間伐・搬出間伐（12齢級以下）、これら施業と一体で行う森林作業道整備及び獣害防除

・補助対象となる調査測量：上記森林整備を実施する上で必要となる対象森林の測量等経費

・補助要件：森林整備事業等（森林・環境税事業含む）の対象とならない森林であって、森林整備に係る申請面積の合計が0.1ha以上のもの
（４）類似事業の有無
森林整備事業（公共）は、主に本事業費で対応できない等の箇所で実施する。

清流の国ぎふ森林・環境税事業は、奥地や渓流沿いの林業経営に不適な地域の森林整備を実施する。

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	21,800
	森林整備、調査測量等

	合計
	21,800
	


	　決定額の考え方　

　事業内容を精査し、所要額を計上します。



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
「第三期岐阜県森林づくり基本計画」における目標数値である間伐面積49,000haの達成に向けて、森林整備を実施する。
（２）国・他県の状況

８都県において同様の事業を実施している。
（３）後年度の財政負担
計画的な森林整備及び路網整備のため、適正規模の財政負担が継続的に必要。

（４）事業主体及びその妥当性
森林の管理については、森林所有者が担うべきものであるため妥当といえる。
県単独補助金事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	補助事業名
	自伐林家型地域森林整備事業費補助金

	補助事業者（団体）
	市町村
（理由）市町村は、森林所有者が行う森林施業に関する指針である市町村森林整備計画を作成しているため、市町村から森林所有者等への間接補助とする。

	補助事業の概要
	（目的）中小規模森林所有者に対する森林整備支援
（内容）国の補助事業等の要件に合致しない中小規模森林の整備について県独自の制度として費用を支援する。

	補助率・補助単価等
	定額・定率・その他（補助率：1/2）
（内容）森林整備に要する経費
（理由）国の補助事業に準じた標準単価方式で支援す

　　る

	補助効果
	国の補助対象とならず放置されている森林の所有者を支援する。また、放置されている森林が整備されることにより公益的機能の回復が期待される。

	終期の設定
	終期　平成33年度
（理由）第三期岐阜県森林づくり基本計画の終期


（事業目標）
	・終期までに何をどのような状態にしたいのか
平成３３年度まで、毎年、間伐を９,８００ha実施する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前

(H27年度末)
	目標

(H30年度末)
	目標

(終期)

	①間伐実施面積（ha/年）
	10,379
	9,800
	9,800

	②
	
	
	


	
	H26年度
	H27年度
	H28年度
	H29年度
	H30年度

（要求）

	補助金交付実績
	千円
	千円
	千円
	(予算額)

8,240千円
	(要求額)
21,800千円

	指標①目標
	
	
	
	9,800
	9,800

	指標①実績
	
	
	
	(推計値)

8,760
	(推計値)

9,800

	指標①達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
89％
	(推計値)
100％

	指標②目標
	
	
	
	
	

	指標②実績
	
	
	
	(推計値)

	(推計値)


	指標②達成率
	％
	％
	％
	(推計値)
％
	(推計値)
％


（前年度の成果）

	９市町村において、本事業を実施する予定であり、全額執行が見込まれている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・森林整備への支援に加え、担い手としての技術的な支援等についても検討する必要がある。

・補助事業を実施するために、市町村での事業実施が必要となることから、市町村との連携が必要となる。


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)
○
	　現行の補助制度において対象とされず放置されている森林について整備を行うことは公益的機能確保の観点からも重要であり、事業実施の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
○
	９市町村において、間伐等の森林整備を実施され、有効性は高い。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)
○
	　国の補助制度に準じた制度設計としており、効率性は高い。


（事業の見直し検討）

	


（終期到来時の翌年度以降の事業方針）
	継続・削減・統合・廃止

（理由）

　中小規模森林所有者の森林整備意欲を高めるためには、支援を継続することが有効である。


